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一般質問※一般質問の内容は、議員自身が９月定例会議事録に基づき作成しています。

を注視する。
問　こどもと一緒に保護者も正しい知識を得る
ことが必要。小中学校で研修会、出前講座を開
催することは可能か。
教育長　学校はワクチン接種を積極的に推奨す
る立場ではない。ただし、中学校保健の授業「が
んの予防」の項目の中でがんの要因について取
り扱ったり、性教育やがん教育の一環として外
部講師を招き、子宮頸がんに関してや健康診断
及びワクチンの大切さについて指導している。
問　ＷＨＯ主催の子宮頸がん撲滅世界一斉イ
ルミネーションと連動し、TealBlueJapan
キャンペーンとして 11 月 17 日、18 日に世
界各地でライトアップされている。これに合わ
せ市内公共施設のライトアップは可能か。
部長　市民へのよい啓発の機会になる。令和６
年度から富士山世界遺産センターで実施したい
と思う。子宮頸がんにかかる人を一人でも減ら
すために、子宮頸がんの予防接種とがん検診を
受けていただくよう周知啓発をしていく。
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女性のための健康施策（ＨＰＶワクチン接
種対象者の取組と子宮頸がん検診について）
問　ＨＰＶワクチン接種の周知方法は。
部長　ホームページへの掲載、対象者に個人通
知、チラシ配布、ポスター掲示を実施。これか
ら効果的な周知という観点で、本人、一部年齢
層の方には保護者への周知、アピールも必要。
直接響くような方法を至急検討していく。
問　厚生労働省のホームページにがん検診のあ
り方に関する検討会の参考資料として、ＨＰＶ
検査単独法（ＨＰＶウイルス検査）について掲
載されている。今後、当市でも取り入れていく
ことは可能か。
部長　ＨＰＶ単独検査法による子宮頸がん検診
の実施については、市内医療機関や検診機関と
情報を共有しながら国や県、県内市町村の動向
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問　Ｗｉ－Ｆｉ、携帯電話の充電手段の確保は。
部長　

※部長答弁より作成
問　飼い主とペットが避難所に来た時の対応。
部長　ペット同行避難は対応可能。
ペットとのお別れ
ペット火葬に対する富士宮市の考え
問　富士宮市の考えを伺う。「ペットは大切な
家族の一員」という認識でよろしいか。
部長　そういう認識でいる。
問　ペット遺灰を飼い主にお返し
いただき、供養してほしい。
部長　「ペット遺灰を受け取りたい」という要
望はある。聖苑指定管理者と協議していく。
問　サイズ制限を超える大型犬火葬について。
部長　現在対応不可。今後、火葬炉更新の際に
は、飼い主ニーズに合った対応を検討。
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避難所のリアルな様子とウェルビーイング
向上のための避難所づくり
問　避難者にはどのような支援が必要なのか。
部長　プライベートルームやキッズスペース、
パーティションを配備し、プライバシーを保護。
問　過ごしやすい避難所に向け配慮したこと。
部長　エアコンが効くことを重要視。
問　食料、飲料水は足りていたか。
部長　十分な備蓄をしている。
問　食事の配慮。
部長　乳幼児に対して液体ミルクを用意。アレ
ルギーを持つ方、宗教的に豚肉等が食べられな
い方に対応できるようアルファ化米を用意。
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